
『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記
　JR草津線が全線開通120周年を迎え、その歩みを紹介

しています。私も高校時代、通学でお世話になりましたが、

そのときの駅も今では新しい立派な駅舎に建て替えられ、

時代の移り変わりを感じています。

　巻頭では昭和30年代から50年代当時の駅の様子を写真で紹介しま

した。当時を知る方には懐かしく振り返っていただき、初めて見る方に

も、これまでの歴史を知っていただけたらと思います。

　写真は見る人の視覚に訴え、言葉で説明するまでもなく、それだけで

時代背景や人々の生活など、すべてを語る力を持っています。私も毎日

のように撮影する中で、何十年か後に見返したときに、その1枚から話

題が広がるような写真を残していきたいと思います。　ふ
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こ
う
か

甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（企業立地対策室）
☎ 65‐0709　 63‐4087

医
療
用
具
の
製
品
開
発

　

当
社
で
は
、最
先
端
の
医
療
用
具
・
理
化

学
機
器
の
設
計
か
ら
生
産
ま
で
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。多
く
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、大

学
な
ど
の
研
究
開
発
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
特
徴
は
、高
精
度
で
、耐
久
性
に

優
れ
た
金
型
を
製
作
す
る
と
と
も
に
、加
工

の
経
験
を
生
か
し
て
、革
新
的
な
製
品
を
生

み
出
す
技
術
が
あ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、弊

社
工
場
は
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
と
な
って

お
り
、温
度
・
湿

度
・
菌
類
を
厳
格

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
環
境
と
な
って
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、製
品
設
計
の
能
力
を
高
め
、お

客
様
皆
様
の
製
品
開
発
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

感
謝
の
心
を
も
ち

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

　

仕
事
の
決
め
て
は
品
質
、価
格
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。仕
事
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
で
す
。当
社
で
は
、女
性
が
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、こ
う
し
た
従
業
員
を
は
じ
め
、業
者

の
方
な
ど
会
社
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
い
つ
も
感
謝
の
心
を
持
っ
て
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
か
な
い
種
は
芽
が
出
ま
せ
ん
。今
は
種

を
ま
く
と
き
。今

後
は
海
外
展
開
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

世
の
中
の
動
向
を

見
つ
め
な
が
ら
、求

め
ら
れ
る
製
品
作

り
に
挑
戦
し
続
け

て
い
き
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　

茂
呂
孝
男
氏
談
）

設
立
：
平
成
３
年
３
月

従
業
員
数
：
84
名

所
在
地
：
甲
南
町
柑
子
２
０
０
２
番
地
19

T
E
L
：
８
６
―
８
６
１
５

F
A
X
：
８
６
―
８
６
１
６　

▲温度・湿度が一定に保たれている
　クリーンルーム

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

人
の
魅
力
で
人
を
ひ
き
つ
け
る
企
業
を
め
ざ
す

ニ
ッ
タ
モ
ー
ル
ド
株
式
会
社

甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会

▲お話を伺った茂呂社長

も  

ろ  

た
か
お

甲賀市の将来像
「人  自然  輝きつづける  あい甲賀」

生活の安心感をみんなで育てる
自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標

甲賀市総合計画基本構想

▲ 宇川会館健康福祉フェアで小学生が大縄跳びに挑戦
　（関連記事は１１ページ）
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２
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年
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道
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駅
あ
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情
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市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は3月1日（月）です。

●固定資産税（４期）
●国民健康保険税（１１期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（１１期）
●後期高齢者医療保険料
●水道料金・簡易水道料金
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120
記
念
ウ
ォ
ー
ク「
草
津
線
の
歴
史
と
鉄

道
遺
産
に
出
会
う
道
」

日
時　
3
月
21
日（
日・祝
）

集
合　
10
時
貴
生
川
駅
、解
散
14
時
30
分
頃

甲
南
駅

歩
程　
約
7
キ
ロ

コ
ー
ス
の
ポ
イ
ン
ト

　

�

草
津
線
の
前
身
で
あ
る
関
西
鉄
道
会
社
の

社
紋
が
残
る
国
分
橋
梁
な
ど
、現
存
す
る
鉄

道
遺
産
に
つ
い
て
現
地
説
明
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　
3
0
0
円

定
員　
先
着
50
名

申
込
方
法

　

�

3
月
5
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

F
A
X
で
企
画
政
策
課（
☎
6
5
︲

0
6
7
2
・
6
3
︲
4
5
5
4
）ま
で
。

記
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
草
津
〜
油
日
の
各
駅
に
設
置
さ
れ
た
ス
タ

ン
プ
2
駅
分
を
押
し
て
応
募
す
る
と
抽
選
で

2
0
0
名
に
沿
線
市
町
グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

期
間　
3
月
31
日（
水
）ま
で

申
込
方
法

　

�
草
津
線
各
駅
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
チ

ラ
シ
下
部
の
応
募
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、ス
タ
ン
プ
2
個
を
押
し
て
郵
送

問
い
合
わ
せ

　

�

滋
賀
県
草
津
線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟

会
事
務
局☎

0
7
7
︲
5
2
8
︲
3
6
8
4

パ
ネ
ル
展

　

草
津
線
の
歴
史
を
レ
ト
ロ
な
写
真
や
映

像
、鉄
道
模
型
で
振
り
返
り
ま
す
。

期
間　
2
月
18
日（
木
）〜
23
日（
火
）

場
所　
近
鉄
百
貨
店
草
津
店（
草
津
駅
徒
歩

1
分
）

資
料
展

　
草
津
線
敷
設
の
工
事
風
景
写
真
な
ど
貴
重

な
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
2
月
21
日（
日
）ま
で

場
所　
湖
南
市
立
甲
西
図
書
館（
甲
西
駅
徒

歩
7
分
）

1
2
0
周
年
記
念
列
車
運
行

　
昔
懐
か
し
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
、観

光
用
客
車
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
あ
す
か

を
引
っ
張
り
、草
津
駅
―
柘
植
駅
間
を
走
り

ま
す
。

日
時　
2
月
20
日（
土
）

草
津
駅
発
11
時
30
分
頃
、柘
植
駅
着
12
時
25

分
頃
予
定

※
乗
車
予
約
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
し
出
し
中

　
草
津・石
部・甲
南・寺
庄・油
日
の
各
駅
で

は
、レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

渋
滞
知
ら
ず
で
歴
史
あ
る
街
道
や
か
く
れ
里

を
観
光
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲�昭和51年の油日駅待合所完成式

▲
�

駅
が
開
業
し
た
昭
和
34
年
ご
ろ
、

　
人
で
あ
ふ
れ
る
寺
庄
駅
ホ
ー
ム

市
内
を
駆
け
抜
け
る
J
R
草
津
線
。そ
の
車
窓
か
ら
は
、豊
か
な
自
然
や
田
園
風
景
、鈴
鹿
の
山
並
み
な
ど
四
季
折
々
の

景
色
は
、で
あ
い
・
こ
う
か
八
景
の
一
つ
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
、蒸
気
機
関
車
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
、そ
し
て
電
車
へ
と
姿
を
変
え
な
が
ら
、多
く
の
人
・
モ
ノ
・
情
報
を
乗

せ
て
走
り
続
け
、2
月
19
日
に
は
、全
線
開
通
1
2
0
周
年
を
、ま
た
3
月
3
日
に
は
全
線
電
化
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、列
車
の
増
発
や
速
度
ア
ッ
プ
、駅
周
辺
整
備
な
ど
に
よ
り
、安
全
性
や
快
適
性
が
高
め
ら
れ
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

公
共
交
通
の
要
と
し
て
、甲
賀
地
域
の
発
展
を
支
え
て
き
た
草
津
線
。今
月
号
で
は
、草
津
線
の
歴
史
や
駅
を
守
る
住
民

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
発
展
と
と
も
に
歩
み
続
け
て

J
R
草
津
線
全
線
開
通　

周
年

　

開
通
1
2
0
周
年
を
記
念
し
て
、沿
線
で

は
駅
を
起
点
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
草
津
線
に

乗
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

草
津
線
で
出
か
け
よ
う

〜
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
〜

写真で
振り返る
草津線の駅

▲�昭
和
30
年
代
の
貴
生
川
駅

2010.2.15 �平成22年2月15日



　

現
在
の
草
津
線
は
、J
R
東
海
道
本
線
と

接
続
す
る
草
津
駅（
草
津
市
）か
ら
関
西
本
線

の
柘
植
駅（
三
重
県
伊
賀
市
）を
結
ぶ
36
・
7

キ
ロ
の
J
R
西
日
本
の
鉄
道
路
線
で
す
。

　

明
治
22
年（
1
8
8
9
年
）に
東
海
道
線
の

全
線
開
通
と
と
も
に
当
時
の
鉄
道
会
社
で

あ
る
関
西
鉄
道
会
社
に
よ
り
、ま
ず
草
津
―

三
雲
間
が
開
通
し
、翌
明
治
23
年（
1
8
9
0

年
）、三
雲
―
柘
植
間
が
延
伸
開
業
し
全
線
開

通
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、昭
和
55
年（
1
9
8
0
年
）に
は
全

線
が
電
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

沿
線
に
は
草
津
線
が
生
ま
れ
た
明
治
時
代

の
痕
跡
が
今
も
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま
す
。

東
海
道
と
草
津
線

　

中
山
道
と
と
も
に
江
戸
時
代
の
東
西
交
通

を
支
え
た
日
本
の
大
動
脈
、東
海
道
。草
津
線

は
当
時
の
宿
場
が
あ
っ
た
ま
ち
を
縫
う
よ
う

に
走
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、明
治
政
府
に
よ
り
東
海
道
本
線

が
旧
中
山
道
沿
い
に
官
設
で
建
設
さ
れ
た
た

め
、旧
東
海
道
沿
い
の
地
域
を
衰
退
さ
せ
な

い
よ
う
滋
賀
・
三
重
・
京
都
の
有
力
者
が「
関

西
鉄
道
会
社
」を
設
立
し
、新
た
な
路
線
を
敷

設
し
た
こ
と
が
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
紋
が
残
る
れ
ん
が
の
ア
ー
チ
橋

　

三
雲
駅
か
ら
甲
南
駅
間
に
は
、装
飾
的
な

デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
た
れ
ん
が
の
ア
ー
チ
橋

が
3
つ
見
ら
れ
ま
す
。な
か
で
も
、水
口
町
高

山
地
先
に
あ
る
国
分
橋
梁
に
は
、草
津
線
を

敷
設
し
た
関
西
鉄
道
会
社
の
社
紋
が
入
っ
て

い
ま
す
。

開
業
当
時
の
様
子
を
描
い
た
絵
馬

　

甲
南
駅

（
当
時
の
深

川
駅
）近
く

に
あ
る
八
坂

神
社（
森
尻
）

に
は
、神
社

絵
馬
が
残
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
鉄
道

開
通
の
喜
び

を
絵
馬
に
託

し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、機
関
車
と
制
服

を
着
た
機
関
士
、そ
れ
を
見
守
る
人
（々
敷
設

関
係
者
）が
八
坂
神
社
の
鳥
居
を
背
景
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

※
絵
馬
は
通
常
非
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

記
念
ウ
ォ
ー
ク「
草
津
線
の
歴
史
と
鉄

道
遺
産
に
出
会
う
道
」

日
時　
3
月
21
日（
日・祝
）

集
合　
10
時
貴
生
川
駅
、解
散
14
時
30
分
頃

甲
南
駅

歩
程　
約
7
キ
ロ

コ
ー
ス
の
ポ
イ
ン
ト

　

�

草
津
線
の
前
身
で
あ
る
関
西
鉄
道
会
社
の

社
紋
が
残
る
国
分
橋
梁
な
ど
、現
存
す
る
鉄

道
遺
産
に
つ
い
て
現
地
説
明
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　
3
0
0
円

定
員　
先
着
50
名

申
込
方
法

　

�

3
月
5
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

F
A
X
で
企
画
政
策
課（
☎
6
5
︲

0
6
7
2
・
6
3
︲
4
5
5
4
）ま
で
。

記
念
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
草
津
〜
油
日
の
各
駅
に
設
置
さ
れ
た
ス
タ

ン
プ
2
駅
分
を
押
し
て
応
募
す
る
と
抽
選
で

2
0
0
名
に
沿
線
市
町
グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

期
間　
3
月
31
日（
水
）ま
で

申
込
方
法

　

�

草
津
線
各
駅
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
チ

ラ
シ
下
部
の
応
募
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、ス
タ
ン
プ
2
個
を
押
し
て
郵
送

問
い
合
わ
せ

　

�

滋
賀
県
草
津
線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟

会
事
務
局☎

0
7
7
︲
5
2
8
︲
3
6
8
4

パ
ネ
ル
展

　

草
津
線
の
歴
史
を
レ
ト
ロ
な
写
真
や
映

像
、鉄
道
模
型
で
振
り
返
り
ま
す
。

期
間　
2
月
18
日（
木
）〜
23
日（
火
）

場
所　
近
鉄
百
貨
店
草
津
店（
草
津
駅
徒
歩

1
分
）

資
料
展

　
草
津
線
敷
設
の
工
事
風
景
写
真
な
ど
貴
重

な
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
2
月
21
日（
日
）ま
で

場
所　
湖
南
市
立
甲
西
図
書
館（
甲
西
駅
徒

歩
7
分
）

1
2
0
周
年
記
念
列
車
運
行

　
昔
懐
か
し
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
、観

光
用
客
車
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
あ
す
か

を
引
っ
張
り
、草
津
駅
―
柘
植
駅
間
を
走
り

ま
す
。

日
時　
2
月
20
日（
土
）

草
津
駅
発
11
時
30
分
頃
、柘
植
駅
着
12
時
25

分
頃
予
定

※
乗
車
予
約
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
し
出
し
中

　
草
津・石
部・甲
南・寺
庄・油
日
の
各
駅
で

は
、レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

渋
滞
知
ら
ず
で
歴
史
あ
る
街
道
や
か
く
れ
里

を
観
光
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

草
津
線
の

歩
み沿

線
に
残
る

開
業
当
時
の
痕
跡

▲甲南・八坂神社に奉納されている鉄道絵馬

▲

�
昭
和
31
年
、深
川
駅
か
ら

　
改
称
さ
れ
た
こ
ろ
の
甲
南
駅

▲�昭和30年代後半～
40年代の甲賀駅

▲�

昭
和
41
年
頃
の

　
貴
生
川
駅

▲上部に関西鉄道の社紋が見られる国分橋梁
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市
内
を
通
る
新
名
神
高
速
道
路
や
国

道
1
号
な
ど
の
道
路
網
整
備
が
進
み
、

人
や
物
な
ど
の
移
動
手
段
は
車
が
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、通
勤
や
通

学
、高
齢
の
方
な
ど
に
と
っ
て
の
鉄
道

は
、欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
交

通
手
段
で
す
。最
近
で
は
、環
境
面
や
安

全
面
な
ど
か
ら
、鉄
道
な
ど
の
交
通
機

関
を
見
直
す
人
も
急
増
し
、市
内
で
も

住
民
自
ら
が
立
ち
上
が
り
、草
津
線
を

積
極
的
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も「
J
R
草
津
線
と
ま

ち
づ
く
り
の
会
」や「
甲
賀
駅
を
育
て
る

会
」、「
油
日
駅
を
守
る
会
」が
活
動
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、昨
年
5
月
に
は
、こ

れ
ら
の
住
民
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
、観

光
協
会
や
商
工
会
な
ど
45
団
体
で
構
成

す
る「
J
R
草
津
線
複
線
化
促
進
と
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
、利

用
促
進
な
ど
草
津
線
の
利
便
性
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、そ
う
し
た
住
民
団
体

の
中
か
ら
、設
立
後
、37
年
間
が
過
ぎ
た

「
油
日
駅
を
守
る
会
」の
メ
ン
バ
ー
で
、

日
ご
ろ
か
ら
同
駅
に
勤
務
す
る
瀬
古
さ

ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

草
津
線
を

守
り
育
て
る

住
民
の
力

合
室
の
壁
に
地
元
の
写
真
ク

ラ
ブ
の
作
品
が
飾
ら
れ
、い
す

に
は
清
潔
な
カ
バ
ー
が
か
か
っ
た
座

布
団
が
並
ぶ
油
日
駅
。住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
支
え
る
こ
の
駅
で
は
、「
油

日
駅
を
守
る
会
」の
会
員
3
人
が
、日

替
わ
り
で
朝
7
時
か
ら
夕
方
5
時
ま

で
駅
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
働
い
て
7
年
、月
の
半
分

ほ
ど
勤
め
る
瀬せ

こ古
龍た

つ
お郎

さ
ん
は
、券
売

機
や
売
店
の
管
理
、改
札
、駅
舎
内
外

の
清
掃
な
ど
幅
広
い
業
務
を
こ
な
し

な
が
ら
、利
用
客
と
言
葉
を
交
わ
し
ま

す
。最
初
の
頃
は
、あ
い
さ
つ
の
声
を

か
け
て
も
素
通
り
し
て
い
た
学
生
も
、

今
で
は
元
気
よ
く「
お
っ
ち
ゃ
ん
、た

だ
い
ま
」と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、近
く
の
寺
社

を
訪
れ
る
観
光
客
や
登
山
客
も
多
く
、

道
案
内
も
大
切
な
仕
事
。行
き
届
い
た

説
明
が
で
き
る
の
も
地
元
を
知
り
尽

く
し
た
駅
員
さ
ん
な
ら
で
は
で
す
。

　

平
成
14
年
に
新
駅
舎
と
な
り
、駐
車

場
も
整
備
さ
れ
、利
用
客
も
増
え
た
そ

う
で
す
が
、か
つ
て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た

駅
周
辺
の
商
店
街
も
今
は
ひ
っ
そ
り

し
、車
の
往
来
ば
か
り
。「
待
ち
時
間
に

立
ち
寄
れ
る
喫
茶
店
で
も
あ
れ
ば
」。

訪
れ
る
人
を
思
い
、瀬
古
さ
ん
は
そ
う

願
い
ま
す
。

　

お
客
の
乗
り
忘
れ
が
な
い
か
、駅
舎

の
外
ま
で
出
て
確
認
し
た
り
、幼
児
や

お
年
寄
り
の
乗
り
降
り
に
は
、段
差
に

注
意
を
払
っ
た
り
と
細
や
か
な
気
配

り
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
地
元

の
駅
員
さ
ん
に
、駅
は
今
日
も
温
か
く

見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲乗客を見守る駅員の瀬古さん

〜
地
元
住
民
が
見
守
る
油
日
駅
〜

待 昔
と
変
わ
ら
な
い

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
駅
の
光
景

▲巻物を持った忍者をイメージした油日駅
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JR琵琶湖線

信楽高原鐵道

近
江
鉄
道

JR関西本線

草津

手原

石部

甲西

三雲

貴生川

甲南

寺庄

甲賀

油日

柘植

J
R
草
津
線

　

草
津
線
は
、駅
を
守
り
育
て
る
沿
線
住

民
の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。今
後
も
住
民
活
動
が
同
線
を
支

え
、甲
賀
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
の

大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　

ま
も
な
く
迎
え
る
1
2
0
周
年
を
刻

み
続
け
る
歴
史
の
節
目
と
し
て
、草
津
線

は
歩
み
続
け
ま
す
。ま
た
、将
来
計
画
さ

れ
て
い
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
整
備

な
ど
に
向
け
た
重
要
な
路
線
で
あ
り
、そ

の
可
能
性
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、今
年
か
ら
寺
庄
駅
の
駅
舎
改

修
や
周
辺
整
備
を
行
う
ほ
か
、ご
利
用
者

の
声
を
受
け
て
増
便
や
車
両
の
更
新
な

ど
の
要
望
を
引
き
続
い
て
J
R
に
届
け

て
い
き
ま
す
が
、複
線
化
に
向
け
て
は
何

よ
り
利
用
者
数
が
今
よ
り
も
っ
と
増
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

1
2
0
年
の
間
、地
域
に
欠
か
せ
な
い

鉄
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
草
津
線

が
、こ
の
先
、さ
ら
に
便
利
で
快
適
な
交

通
機
関
と
な
る
た
め
に
も
、皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

複
線
化
な
ど
夢
あ
ふ
れ
る
草
津
線

実
現
に
向
け
て
ご
利
用
を

企画政策課 交通政策担当  ☎ 65-0672   63-4554申し込み・問い合わせ

※駐車スペースが限られており、ご来場の際は公共交通をご利用ください。
　石部駅から会場までは無料シャトルバスが運行されます。

草津線全線開通120周年
・電化30周年

内容／①開会セレモニー	 観光フォトコンテスト表彰など
　　　②基調講演	 講師　西川りゅうじん氏
	 演題　草津線沿線《地域イキイキ化》計画
　　　③パネルディスカッション
　　　　コーディネーター	 西川りゅうじん氏
　　　　パネラー	 嘉田会長（滋賀県知事） ほか
　　　④閉会セレモニー	 フォーラムアピール

司会はテレビでおなじみの中
なかじま

島静
しずか

佳アナウンサー（湖南市出身）。
ロビーでは、草津線の懐かしい写真やパネルの展示のほか
辻
つじ

良
よしき

樹氏（鉄道旅行作家）保有の資料展が開催されます

テーマ／「マイレール草津線」 〜草津線の可能性と沿線地域の未来〜

西川りゅうじん氏
プロフィール

マーケティングコンサルタント
愛・地球博の“モリゾーとキッコロ”や
平城遷都祭の“せんとくん”の選定・
広報、「つくばエクスプレス」沿線ＰＲ、
「成田新高速鉄道」沿線まちづくり、
京都駅ビル建設時の商業施設コン
サル、「土佐・龍馬であい博」総合
プロデュースなど地域と産業の

元気化に手腕を発揮。

参加無料記念フォーラム
日時／3月13日（土）午後1時〜3時15分　　場所／湖南市石部文化ホール
主催／滋賀県草津線複線化促進期成同盟会

▲寺庄駅での利用啓発キャンペーン
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お茶を使った加工品いろいろ

　

道
の
駅
が
あ
る
土
山
で
は
、お
茶
や
か
ぶ

ら
な
ど
当
市
を
代
表
す
る
農
産
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。駅
内
で
も
同
地
域
を
は
じ

め
、市
内
各
地
域
の
特
産
品
が
数
多
く
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
特
産
物
を
使
っ
て
開
発
さ

れ
た
商
品
の
販
売
を
積
極
的
に
進
め
、最
近

で
は
口
コ
ミ
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

人
気
が
高
い
商
品
を
、同
駅
の
西に

し
だ田

春は
る
え江

駅
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

売
店
に
並
ぶ
商
品
の
な
か
で
、特
産
品
の

お
茶
を
使
っ
た
加
工
品
が
多
い
の
も
、こ
の

駅
な
ら
で
は
。主
に
市
内
産
の
お
茶
を
使

い
、商
品
開
発
か
ら
製
造
ま
で
が
市
内
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
に
は
、こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
限
定

品
も
あ
り
ま
す
。お
土
産
と
し
て
だ
け
で
な

く
、そ
の
場
で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
る
よ
う

に
、た
た
み
席
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、無

料
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
土
山
茶
と
一
緒
に

ど
う
ぞ
。

　

お
茶
の
苦
味
や
渋
味
、香
り
を
楽
し
め
る

商
品
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

道の駅“あいの土山”
　特産品販売や地域情報を発信するため、全国各地で整備が進んだ道の駅。
　市内には、近畿地方初の道の駅として平成5年にオープンした道の駅「あいの
土山」があり、これまでも鈴鹿峠を往来するドライバーの方や多くの観光客の
皆さんに親しまれています。
　今月号では、地域の特産品販売所として、人気が高まりつつある道の駅

「あいの土山」を紹介します。

地
域
特
産
物
を
生
か
し
た

商
品
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も

お
茶
を
使
っ
た
食
品
が
人
気

道
の
駅
限
定
品
も

〜特産品を中心に市の情報を発信〜

お茶ういろ………�土山茶を使用し、あっさりした甘さ。

やぶきたもち……�羽二重もちにやぶきた茶をおりこみ抹茶

をまぶしていただきます。

お茶ようかん……�お茶の渋みがきいて甘さひかえめ。

土山茶入りのり	�温かいご飯にのせると、お茶の香りが広

がります。

茶塩………………�土山と信楽のお茶を使用。ご飯や天ぷらにかけて。

八味とうがらし	�とうがらしに5つのお茶などをブレンド。

【
株・

・

・

・

式
会
社
道
の
駅
あ
い
の
土
山
】

　

あ
い
の
土
山
は
、平
成
5
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
後
、平
成
11
年
に
は
株
式
会
社
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。現
在
も
株
式
の
半

分
近
く
を
市
が
出
資
す
る
第
3
セ
ク
タ
ー
の

株
式
会
社
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。市

が
出
資
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、皆
さ
ん

の
会
社
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

安
定
し
た
経
営
の
た
め
に
、新
し
い
事
業

へ
の
取
り
組
み
や
地
域
特
産
品
を
販
売
し
な

が
ら
、他
の
施
設
に
な
い
特
色
を
活
か
し
た

運
営
に
も
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

お茶

お茶を使った加工品

かにが坂飴

1位

2位

3位

道の駅売れ筋
ランキング

（左の記事で紹介）
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　持病や服用薬などの医療情報を容器に入れ
て冷蔵庫で保管する「救急医療情報キット（命
のバトン）」の導入が、このほど信楽地域で始
まりました。
　この「キット」は、持病や服用薬、かかりつけ
の病院などの医療情報を記入する用紙とプラ
スチックの容器（=写真）がセットになってい
ます。必要事項を書き込んだ用紙のほか、健康
保険証の写しなどを容器にまとめ、本人が症
状を説明できなくても駆けつけた救急隊員に
必要な医療情報を伝達する仕組みになってい
ます。
　キットの保管場所は、救急隊員が捜しやす
いように、ほとんどの家庭にある冷蔵庫と決
められています。またキットがあることが分
かるように玄関ドア内側と冷蔵庫の扉には

「命のバトン」のステッカーが貼られます。
　今回の取り組みは、信楽町民生委員児童委
員協議会と市社会福祉協議会信楽地域福祉
活動センターの共催により行われているもの
で、信楽地域で約1,400世帯に配布される予定
です。「キット」は、原則として高齢者や障がい
者の方、また健康に不安を抱えられている方
を対象に、区や健康福祉会の協力をいただき、
3月末までに配布されることとなっています。
　なお、キットなどに貼られているステッカ
ーは、信楽中学校の生徒がデザインするなど、
地域あげての取り組みが進められました。

▲

配
布
さ
れ
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト（
命
の
バ
ト
ン
）

「救急医療情報キット
（命のバトン）」の
配布始まる

信楽町民生委員児童
委員

協議会などで取り組
み

道
の
駅「
あ
い
の
土
山
」

期
間
限
定
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

道
の
駅
あ
い
の
土
山
で

は
、1
日
1
0
0
個
限
定

の「
抹
茶
ア
イ
ス
」や
、お

客
さ
ん
が
旅
の
思
い
出
を
綴
る
ノ
ー
ト

「
あ
い
あ
い
つ
づ
り
」を
楽
し
み
に
来
ら

れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

お
茶
ど
こ
ろ
・
土
山
ら
し
い
商
品
が
豊

富
で
す
が
、最
近
は
、箱
入
り
の
お
土
産

品
よ
り
、そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
手
軽
な

食
品
が
人
気
で
す
。パ
ッ
ク
入
り
や
、少

量
サ
イ
ズ
で
の
販
売
な
ど
、お
客
さ
ん
の

声
を
聞
い
て
、で
き
る
だ
け
ご
要
望
に
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、だ
し
に
こ
だ
わ

り
、お
い
し
い
う
ど
ん
・
そ
ば
を
提
供
し

て
い
ま
す
。な
か
で
も
、土
山
茶
を
使
っ

た
茶
う
ど
ん
や
、田
村
川
の
清
流
で
育
っ

た
あ
ま
ご
の
甘
露
煮
を
の
せ
た
そ
ば
は
、

こ
こ
に
し
か
な
い
人
気
の
品
で
す
。ま

た
、や
ま
な
み
館
で
は
地
元
の
方
が
丹
精

込
め
て
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
野
菜
な
ど

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、心
を

込
め
て
お
迎
え
し
ま
す
。こ
こ
に
し
か
な

い
商
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
の
で
、市
内
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

道
の
駅
で
は
、田
村
神
社
の
厄
除
大
祭
に

合
わ
せ
て
、厄
除
け
の
飴
と
し
て
知
ら
れ
る

「
か
に
が
坂
飴
」な
ど
を
詰
め
合
わ
せ
た
道

の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
福
袋
を
販
売
し
ま
す
。ま

た
、土
山
茶
の
詰
め
放
題
や
テ
ン
ト
市
、地

元
野
菜
の
販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時
／
2
月
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）

　
　
　

9
時
〜
17
時
30
分

駅
長　

西
田
春
江
さ
ん

お
客
さ
ん
の
声
を
大
切
に

　

心
を
込
め
た
お
も
て
な
し

▲�コメント一つひとつに駅
長の返事が書かれる「あい
あいつづり」

▲▲�特産品を使った
商品がずらり

道
の
駅
あ
い
の
土
山

営
業
時
間　

9
〜
18
時

（
12
〜
2
月
は
17
時
30
分
ま
で
）

定
休
日　

火
曜
日

☎
／ 

 

6
6
-1
2
4
4
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冬
は
日
照
時
間
が
短
く
気
温
も
低
い

た
め
、照
明
を
長
時
間
使
っ
た
り
、給
湯

器
や
暖
房
器
具
の
使
用
量
が
増
え
た
り

す
る
こ
と
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が

高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す
。省

エ
ネ
に
取
り
組
み
な
が
ら
、寒
い
冬
を
暖

か
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

暖
房
器
具
の
設
定
温
度
が
低
め
で
も

扇
風
機
を
併
用
し
、暖
か
い
空
気
を
部

屋
全
体
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
暖
房

効
率
が
上
が
り
ま
す
。ま
た
、長
め
の

カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
る
と
、窓
と
カ

ー
テ
ン
の
す
き
間
か
ら
の
冷
気
の
侵

入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

電
気
こ
た
つ
は
、こ
た
つ
布
団
に
上
掛

け
と
敷
布
団
を
使
う
と
省
エ
ネ
に
つ

な
が
り
ま
す
。ほ
か
の
暖
房
器
具
と
併

せ
て
使
う
と
き
は
、設
定
温
度
は
低
め

に
し
ま
し
ょ
う
。

●�
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
断
熱
マ
ッ
ト
を

敷
く
と
熱
が
床
に
逃
げ
に
く
く
な
り
、

暖
房
効
率
が
上
が
り
ま
す
。家
族
構
成

に
あ
っ
た
サ
イ
ズ
の
も
の
を
使
う
だ

け
で
も
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す

●�

寒
い
と
き
は
暖
房
だ
け
で
は
な
く
、普

段
の
部
屋
着
の
上
に
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

を
羽
織
る
な
ど
す
る
と
、体
感
温
度
も

上
が
り
ま
す
。

災害への備えを強化　 各地で訓練を実施
予
測
も
し
な
い
自
然
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
る

日
本
。15
年
前
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
、多
く
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、自
然
災
害
の
猛
威
を
改
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
各
地
で
は
、こ
れ
を
教
訓
に
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、昨
年
8
月
に
発
生
し
た
兵
庫
県

　1月23日から29日の文化財防火運動に合わせ、市内各地
域の寺院で文化財特別査察が行われました。
　1月25日には、重要文化財の仏像3体を保有する水口町
松尾の願隆寺で査察が行われ、水口消防署員3名と、市教委
の文化財担当が同行しました。
　住職が本堂や境内を案内し、署員らが消火器の設置状況
や避難経路を確認。講評では、消火器を文化財の近くに置
くことや熱感知器を設けること、万一に備えた地域での組
織づくりや訓練実施について要請がありました。

文化財特別査察貴
重
な
仏
像
を

火
災
か
ら
守
る

　1月26日の文化財防火デー
を前に、市内では文化財防ぎょ
訓練が実施されました。
　1月24日には、信楽町神山区
で訓練を実施。同区神山神社で
火災が発生したと想定し、消防
署員や消防団、地元住民らが連
携しながら消火活動や文化財

の搬出を行いました。
　また、参加した住民
は、信楽消防署員から消
火栓の取り扱いについ
て説明を受け、真剣な表
情で実地訓練に取り組
みました。

文化財防ぎょ訓練消
防
と

住
民
が
連
携

▲住職に聞き取りをしながら消防署員らが本堂を査察

▲神山神社での消火活動

▲ �文化財を運び出す住民

家
庭
で
で
き
る

冬
の
簡
単
省
エ
ネ
対
策

省エネし
ながら

寒い冬を
暖かく

2月は

省エネル
ギー月間
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冬
は
日
照
時
間
が
短
く
気
温
も
低
い

た
め
、照
明
を
長
時
間
使
っ
た
り
、給
湯

器
や
暖
房
器
具
の
使
用
量
が
増
え
た
り

す
る
こ
と
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が

高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す
。省

エ
ネ
に
取
り
組
み
な
が
ら
、寒
い
冬
を
暖

か
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

暖
房
器
具
の
設
定
温
度
が
低
め
で
も

扇
風
機
を
併
用
し
、暖
か
い
空
気
を
部

屋
全
体
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
暖
房

効
率
が
上
が
り
ま
す
。ま
た
、長
め
の

カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
る
と
、窓
と
カ

ー
テ
ン
の
す
き
間
か
ら
の
冷
気
の
侵

入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

電
気
こ
た
つ
は
、こ
た
つ
布
団
に
上
掛

け
と
敷
布
団
を
使
う
と
省
エ
ネ
に
つ

な
が
り
ま
す
。ほ
か
の
暖
房
器
具
と
併

せ
て
使
う
と
き
は
、設
定
温
度
は
低
め

に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
断
熱
マ
ッ
ト
を

敷
く
と
熱
が
床
に
逃
げ
に
く
く
な
り
、

暖
房
効
率
が
上
が
り
ま
す
。家
族
構
成

に
あ
っ
た
サ
イ
ズ
の
も
の
を
使
う
だ

け
で
も
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す

●�

寒
い
と
き
は
暖
房
だ
け
で
は
な
く
、普

段
の
部
屋
着
の
上
に
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

を
羽
織
る
な
ど
す
る
と
、体
感
温
度
も

上
が
り
ま
す
。

災害への備えを強化　 各地で訓練を実施
　地域の防災力を向上するた
めには、児童・生徒に対し防火
や消防について学ぶ機会を拡
充していくことが重要です。今
年度は、市内3小学校で地域防
災スクールモデル事業が実施
されました。
　油日小学校では1月18日、午
前10時に地震が発生したと仮
定して避難訓練が行われまし
た。運動場に集合した児童は、市
防災担当から火や消火器の取り
扱い方法などを聞いた後、煙体
験をしました。真っ白な煙が立
ち込めるハウスの中を、ハンカ
チで口を押さえながら身をかが
めて通り抜けていました。

地域防災スクールモデル事業子
ど
も
た
ち
の

防
火
意
識
高
め
る

　市役所では、災害時に迅速な情報伝達ができるよう、
職員を対象にさまざまな訓練や研修を実施しています。
今年度は消防科学総合センター主催の防災力出前研修
を実施し、幹部職員が災害対策本部の設置・運営につい
て演習しました。
　研修では、三重県境で地震が起きたと想定し、災害対
策本部を設置。図面を使って被災状況の情報を収集する
図上訓練や消防本部への連絡対応を行い、災害対応に必
要な実践的知識やノウハウを身につけました。

市役所で防災研修 災
害
対
応
に
必
要

な
知
識
を
習
得

▲�煙ハウスで煙の怖さを体験

▲�非常食の乾パンを試食

▲�図上訓練を行う市職員

佐
用
町
の
集
中
豪
雨
や
今
年
1
月
の
ハ
イ
チ
共
和
国
の
大
地
震

か
ら
は
、常
日
ご
ろ
の
訓
練
を
中
心
に
、日
々
の
備
え
の
重
要
性

も
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

当
市
で
は
、万
一
の
災
害
に
備
え
て
、職
員
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
、ま
た
、1
月
に
入
っ
て
か
ら
は
地
域
や
学
校
な
ど
で
も

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

平成22年 第1回甲賀市議会臨時会
　

第
1
回
甲
賀
市
議
会
臨
時

会
が
1
月
26
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。審
議
・
可
決
さ
れ
た

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

甲
賀
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び

甲
賀
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
立
小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
お
よ
び
周
辺
機
器
購
入

条
例
の
制
定

財
産
の
取
得
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ど
も
の
た
め
の
ど
こ
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
in
土
山

が
1
月
31
日
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
滋
賀
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
庁
の
ほ
か
、
地
元
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

な
ど
が
主
催
。
市
内
在
住
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
オ
リ
カ

イ
ネ
ン
・
マ
ル
ク
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
と
歌
に
続
き
、

山
内
エ
コ
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
水
文
化
を
描
い
た
大
型
絵

本
「
鈴
鹿
物
語
」
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
歌

や
せ
り
ふ
を
交
え
た
6
人
の
児
童
の
語
り
か
け
に
、
満

席
の
ホ
ー
ル
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
京
都

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
室
内
合
奏

団
に
よ
る
弦
楽

五
重
奏
も
あ

り
、
地
元
に
い

な
が
ら
に
し
て

本
物
の
音
楽
に

親
し
む
機
会
に

も
な
り
ま
し

た
。

～水口西保育園～～布絵本製作ボランティア「もめん」～

親と子が人形劇で
人権を学ぶ

～
子
ど
も
の
た
め
の

　
　
　
　

ど
こ
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
in
土
山
～

山
内
エ
コ
ク
ラ
ブ
が
大
型
絵
本

「
鈴
鹿
物
語
」を
読
み
聞
か
せ

子

▲�人権擁護委員による人形劇

やさしい手ざわり
愛あふれる布の絵本作り

口
西
保
育
園
で
1
月
22
日
、
保
護
者
会
主

催
の
人
権
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
が
人
形
劇

「
ぐ
ら
ぐ
ら
森
の
お
ば
け
」
を
上
演
。
園
児
と
保
護

者
が
熱
心
に
鑑
賞
し
、
友
達
と
け
ん
か
を
せ
ず
、
や

さ
し
い
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

後
半
の
講
演
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
で
、
元
滋

賀
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
の
森も

り
む
ら村

シ
ズ
子こ

さ
ん
が
、

自
ら
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
保
護
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
人
形
劇
を
使
っ
た
人
権
教
室
は
、
甲
賀

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
昨
年
秋
か
ら
始
め
た
も

の
で
、
今
後
も
市
内
の
小
学
校
な
ど
を
巡
回
さ
れ

ま
す
。

楽
図
書
館
で
活
動
す
る
布
絵
本
製
作
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
も
め
ん
」
の
布
絵
本
が
、
群
馬
県

桐
生
市
で
行
わ
れ
た
第
6
回
手
づ
く
り
布
の
絵
本
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
は
、
絵
本
「
雨
の
日
の
ふ
た
り
し
ん
く
ん

と
の
ん
ち
ゃ
ん
」
で
、
９
人
が
か
り
で
約
1
年
を
か

け
た
労
作
で
す
。
受
賞
を
励
み
に
、「
今
後
は
、
タ

ヌ
キ
や
紫
香
楽
宮
跡
な
ど
信
楽
に
ち
な
ん
だ
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
す
皆
さ
ん
。

布
絵
本
作
り
は
、
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
の
午
後
、

図
書
館
で
行
わ
れ
て
お
り
、
新
メ
ン
バ
ー
も
募
集
中

で
す
。
針
仕
事
が
好
き
な
方
、
作
業
風
景
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

受
賞
作
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
製
作
さ
れ
た
布
絵

本
は
同
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲�大型絵本「鈴鹿物語」の読み聞かせをする山内
　エコクラブの皆さん

信

▲�奨励賞を受賞した布絵本（手前）と作業に励む「もめん」の皆さん

水
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児
ひ
ろ
ば
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
に

よ
る
も
ち
つ
き
体
験
が
1
月

27
日
、
水
口
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
は
幼
児
を
遊
ば
せ

な
が
ら
母
親
ら
が
く
つ
ろ
げ
る
サ

ロ
ン
。
も
ち
つ
き
で
地
域
の
人
と

も
交
流
し
よ
う
と
事
前
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
日
ご
ろ
の

利
用
者
親
子
約
30
組
の
ほ
か
、
近

隣
の
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

も
ち
や
う
す
、
き
ね
が
甲
賀
も

ち
ふ
る
里
館
か
ら
運
び
こ
ま
れ
、

親
子
で
一
緒
に
き
ね
を
振
り
下
ろ

し
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の
お
も
ち
は
、

き
な
粉
や
し
ょ
う
ゆ
を
つ
け
て
試
食
。

参
加
者
は
、「
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し

い
」
と
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

～
宇
川
会
館
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
～

地
域
の
人
々
が
交
流

笑
顔
の
輪
広
が
る

川
会
館
の
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
が
1
月
30
日
に
行

わ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、「
福
祉
と
人
権
で
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
同
館
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
貴
生
川
小
児
童
が
育
て
た
も
ち

米
を
使
っ
て
の
も
ち
つ
き
。
子
ど
も
た
ち
が
交
代
で
つ

い
た
も
ち
は
、訪
れ
た
人
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー

ル
内
で
は
、
子
ど
も
手
話
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
歌
の
発
表

や
、
介
護
に
関
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
催
し
も
多
彩
で
、
学
年
ご
と

に
回
数
を
競
う
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
（
大
縄
跳
び
）
や
、

人
権
カ
ル
タ
大

会
に
、
小
学
生

ら
の
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

宇

▲�もちつきを体験する親子

▲�手話の歌を披露する子ども手話サークルのメンバー

芝生の感触確かめ
ゴルフ場を駆ける

～こうかクロスカントリー～

ル
フ
場
を
走
り
抜
け
る
、
こ

う
か
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
が

1
月
31
日
、
富
士
ス
タ
ジ
ア
ム
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
北
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、

市
内
を
は
じ
め
京
都
・
大
阪
な
ど
か

ら
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
体
育
協
会
甲
賀
支
部
と
甲
賀
創

健
文
化
振
興
事
業
団
が
主
催
し
今

年
で
8
回
目
。
ゴ
ル
フ
場
に
設
定

さ
れ
た
高
低
差
の
あ
る
コ
ー
ス
で
、

男
女
別
に
１
０
，0
0
0
m
と
5
，

0
0
0
m
の
部
に
分
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
小
雨
の
降
る
空
模
様
と

な
り
ま
し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
は
自
然

の
中
、
芝
生
の
感
触
を
確
か
め
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

ゴ

うすときねで昔ながらの
もちつきに挑戦

～育児ひろばアプリコット～

育

▲�起伏に富んだコースを駆け抜ける参加者

GENKI na MACHIKADO
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日
本
医
師
会
・
日
本
小
児
科
医
会
・
厚
生
労
働
省

は
、通
常
の
診
療
期
間
内
に
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い

方
へ
種
々
の
予
防
接
種
の
相
談
に
応
じ
、予
防
接
種

を
行
う「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」を
実
施
し
ま
す
。

　

4
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
・
進
学
・
就
職
に
備
え

て
、必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
て
病
気
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

3
月
1
日
か
ら
7
日
は

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

　市が行う予防接種の対象内
で、市が実施している予防接種
日時において接種が受けられ
ない方
※�各予防接種の対象者は健診

カレンダーで確認ください。

　麻しん、風しん等定期接種

　希望される方は右記の実施

医療機関の診療時間内にお問
い合わせください。予約者以外
の接種は受け付けません。

太田医院
3月6日（土）13:00〜13:30
☎ 63-3553

たなか小児科医院　
3月6日（土）14:00〜14:15
☎ 65-0121

対象者

予防接種の種類

予約方法

実施医療機関と実施日

楽地域は、長い歴史と文化に支
えられ、やきものの産地として

発展してきました。今なお、この地の
伝統的な技術が今日に受け継がれて
おり、窯跡や古民家など、やきものの
里としての風景も数多く残されてい
ます。
　これらの財産を活かしつつ、やきも
の文化を多くの人に知ってもらい、信
楽焼のすばらしさを世界に発信する
ため、信楽陶芸トリエンナーレ2010

『信楽まちなか芸術祭』を開催します。
そして、この芸術祭を契機として、信
楽焼の振興と地域経済の活性を図っ
ていきたいと考えています。
　昨年決定した信楽陶芸トリエンナ
ーレ2010の愛称「信楽まちなか芸術
祭」のロゴがこのほど決まり、ポスタ
ーが完成しました。今秋の開催に向け
て、PRを図っていきます。

■ロゴのデザイン
　「信楽まちなか芸術祭」の
9文字をつなげることによ
り、この芸術祭が複数の施設
やまちなかを会場とする「散
策型フィールドミュージア
ム」であることを表していま
す。また、「信」から「祭」まで
つながる線は、芸術祭の散策
路を連想させます。
　
■ロゴ（シンボル）カラー
　温かみのある火色と、町内
に残る窯の煙突のレンガ色
をイメージに置き、一般の人
が「やきもの」として想像す
る色味を重ね合わせ、柔らか
さのある「茶色」をロゴカラ
ーとしました。

開催場所／県立陶芸の森、MIHO MUSEUM、信楽伝統産業会館、信楽まちなか ほか
主　　催／信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会

信

今秋
開催

ロ
ゴ
決
ま
る

ポ
ス
タ
ー
も

　
　
　

 
完
成

特区推進室　☎  問い合わせ

10月1日（金）〜11月23日（火・祝）会期
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今
年
4
月
1
日
か
ら
、肝
臓
機

能
に
障
が
い
が
あ
り
、国
の
定
め

る
認
定
基
準
を
満
た
す
方
に
対

し
て
、身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。対

象
者
と
手
続
き
は
次
の
と
お
り

で
す
。

対
象
者

●�

重
症
の
肝
硬
変
の
状
態
で

あ
っ
て
、障
が
い
が
固
定
・
永

続
し
、日
常
生
活
活
動
に
著
し

い
制
限
を
受
け
て
い
る
方

●�

肝
臓
移
植
を
受
け
ら
れ
た
方

（
受
け
ら
れ
る
予
定
の
方
）

※�

詳
し
く
は
指
定
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
指
定
医
師
の

い
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

手
続
き

〔
申
請
書
類
〕

　
�

申
請
書
、診
断
書（
指
定
医
師

が
作
成
し
た
も
の
）、写
真（
た

て
4
㎝
×
横
3
㎝
）

〔
申
請
書
類
の
受
け
取
り
・
提
出
場
所
〕

　

各
支
所
地
域
窓
口
課
、市
民
窓

口
セ
ン
タ
ー（
水
口
庁
舎
1
階
）、

社
会
福
祉
課（
水
口
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
1
階
）

※�

更
生
医
療
・
育
成
医
療
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、申
請
書
類
受
け

取
り
の
際
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　コミュニティ助成事業は、住民が行うコミュニティ活
動の支援と宝くじの普及広報を目的として、宝くじの収
益金の一部を財源として助成されるものです。
　今年度助成を受けられた団体を順次紹介します。今後、
地域内の交流をはじめ、円滑なコミュニティ活動に期待
が寄せられます。

◎柏貴区　210万円
デジタル複合機、ノートパソコ
ン、液晶プロジェクター、テン
ト、エアコン  等

◎頓宮区　250万円
放送設備、カセット
デッキ、倉庫、テー
ブル、遊具施設 等

地域のコミュニティ
づくりの推進を

地域のコミュニティ
づくりの推進を

〜平成21年度　コミュニティ助成事業③〜

市民活動推進課　市民活動担当
☎ 65-0687　  63-4554

問い合わせ

一般コミュニティ助成

　平成22年度軽自動車税は、原動機付自転車、軽四輪、小型特殊自動車および二輪の小型自動車（これらを軽自動車等と呼びま
す。）に対して、平成22年4月1日現在の所有者に課税されます。平成22年4月2日以降に廃車の手続きをされても、平成22年度
の軽自動車税は課税されます。

● 取扱い車種・手続きの場所 ●

税務課　市民税係　☎ 65-0679　  63-4574問い合わせ

軽自動車等の廃車・名義変更手続きをお忘れなく

　「古くなって乗っていない」「他人に売った」「所
有者が亡くなった」「家族の中で所有者が変わっ
た」という場合は、廃車の手続き、名義変更の手続
きを必ず賦課期日である平成22年4月1日までに
行ってください。手続きを行わないとトラブルの
原因になりますのでご注意ください。
　なお、車種によって手続きをしていただく場
所や必要書類が異なります。事前に手続きを行
われる場所でご確認いただきますようお願いし
ます。
　また、盗難にあった場合は警察署に盗難届を
提出し、盗難届出証明書を持参し廃車の手続き
を行ってください。

取扱い車種 手続きの場所

三輪、四輪の軽自動車
軽自動車検査協会　滋賀事務所
守山市木浜町2298-3

（TEL 077-585-7103   FAX 077-585-7153）

軽二輪
（125cc超250cc以下）
および二輪の小型自動車

（250cc超）

近畿運輸局　滋賀運輸支局
守山市木浜町2298-5

（TEL 050-5540-2064  FAX 077-584-2079） 
この番号の後、026を押すとオペレーターにつながります

原動機付自転車
（125cc以下のバイクなど）

および小型特殊自動車
（農耕作業用のものなど）

水 口 庁 舎 市 民 課（TEL 62-4272  FAX 65-6338）
土山支所地域窓口課（TEL 66-1101  FAX 66-1564）
甲賀支所地域窓口課（TEL 88-4101  FAX 88-3104）
甲南支所地域窓口課（TEL 86-8011  FAX 86-8029）
信楽支所地域窓口課（TEL 82-8065  FAX 82-0165）
※�ナンバープレート・印鑑・身分証明書（運転免許証等）をご持

参ください

〜
平
成
22
年
4
月
か
ら
〜

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課  

障
害
者
支
援
担
当

☎
6
5
-0
7
0
2

 
 

6
3
-4
0
8
5

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付

▲柏貴区の液晶プロジェクター

▲頓宮区に設置された遊具
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1

2

3

4

～教育の出発点は家庭から～

第11回家庭教育
子育て・親育ち講座

　子どもの進む先にある障害物を先回りして除いたり
（過保護）、子どもの一挙一動にあれこれ指示したりす
る（過干渉）のではなく、子どもが自分で何かを見つけ
るまで待ち、できるだけ子どもの力を信頼し、見守り、
力づける…手出しや口出しをせずに見守ることは、モ
ノを買い与えたり、何かをしてやったりすることより、
ずっと難しく忍耐と愛情がいることです。
　一方で、子どもに対して関心をもたず、何をしていて
も注意を払わない（ネグレクト）ことも、子どもを悲し
く不安な気持ちにさせます。
　子どもが、家庭や学校でストレスやいじめ、不登校に
つながる悩みなど、心の問題を抱えた時に、身体や行動
にさまざまなサイン（腹痛、吐き気、頭痛、不眠、過食や
拒食など）が現れてきますが、初めのサインがごく小さ
なものだと、気づかずに子どもが「いきなり変わった」

ととまどうことがあります。
　子どものサインにはSOSの意味があることを心に
おき、その声に耳をすませる。
　子どもが問題にぶつかった時には、自分の思いや価
値観だけを押しつけたり、逆に見ないふりをしたりし
ない。
　話をじっくり聞いたり、「○○はどう思う?」「自分は
こう思うけれど」と同じ目の高さで子どもと一緒に考
える。
　親もまた子どもを通して何かを学ぼうという姿勢か
ら、子どもは親に愛されている実感を得ることができ、
安定した気持ちで問題に立ち向かい、大きく成長でき
るのです。

こども未来課　家庭教育振興係
☎ 86-8171　  86-8380

問い合わせ

子どもが相談したく
なる親はどこが違う
んだろう?

一部引用：「家庭教育手帳」（文部科学省）

　

日
常
生
活
の
中
で
、肩
こ
り

や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る
方
、ま

た
、お
腹
周
り
が
気
に
な
っ
て

き
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、ミ
ニ
ボ
ー
ル
で
手

軽
に
楽
し
ん
で
で
き
る
運
動
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

始
め
に
、ボ
ー
ル
は
弾
ま
な

い
程
度
の
空
気
量
を
入
れ
た
状

態
で
使
用
し
ま
す
。

　体育
指導委員の
コーナー

小さなボールで大きな効果

文化スポーツ振興課　スポーツ振興係　☎ 86-8023　  86-8380問い合わせ

①�ボールを両足
で挟み、お尻で
前へ10歩後ろ
へ10歩歩きま
しょう。腕を大
きく動かすと
効果的です。

②�ボールに座り
両手は、床に置
きバランスを
とります。片方
のお尻をボー
ルに乗せるよ
うに横へ移動
させ、続いて、
もう片方のお
尻を乗せるよ
うに移動させましょう。

　10回×2セット

③�ボールを床とお尻で
挟み、両手は両ひざ
に置きます。腹筋を
意識して挟んでいる
ボールを押します。

　10回×2セット

④�ボールの上に座り、両足はそろえて軽
くひざを曲げバランスをとりましょ
う。腹筋に力を入れ
てください。
　�
　�ふらつかなくなった
ら、徐々に
足を伸ばし
ましょう。

　ミニボールは、体幹の筋力を強くする
ことができます。腹筋や背筋を鍛えるこ
とにより姿勢もよくなり、腰痛も肩こり
も効果的です。もちろん、お腹周りもスッ
キリします。ぜひ、体感してください。

2010.2.15 14平成22年2月15日
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お　

知　

ら　

せ

第
２
回
が
ん
医
療
講
演
会

市
民
の
た
め
の
が
ん
講
座

日
時　
２
月
20
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
水
口
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

講
演
内
容　
①
﹁
最
近
の
が
ん
の
動
向
﹂

甲
賀
保
健
所
長
②
﹁
が
ん
に
つ
い
て
の

い
・
ろ
・
は
﹂
公
立
甲
賀
病
院
副
院
長

③
﹁
知
っ
て
得
す
る　

が
ん
の
診
断
と

早
期
治
療
に
つ
い
て
﹂
公
立
甲
賀
病
院

内
科
医
長
④
﹁
が
ん
と
と
も
に
生
き
る
﹂

滋
賀
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会　

が
ん
体
験
者

申
込
方
法　
電
話
・
F
A
X
で
左
記
ま
で

定
員　
先
着
１
２
０
名

※
参
加
無
料

 
 

公
立
甲
賀
病
院　

地
域
医
療
連
携
係

☎ 

／

 

６
５
ー
1
6
1
4

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定

更
新
手
続
き
の
ご
案
内

　

現
在
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
で
介
護
保
険
被
保
険

者
証
に
書
か
れ
て
い
る
有
効
期
間
が
平

成
22
年
２
月
28
日
ま
で
の
方
に
は
、
更

新
申
請
書
を
１
月
初
旬
に
送
付
し
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
ご
希
望
の
方
で
、
更
新

申
請
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

２
月
26
日（
金
）ま
で
の
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
最
寄
り
の
支
所
ま
た
は
市
民
窓

口
セ
ン
タ
ー
、
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
保
健
介
護
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

 

保
健
介
護
課　

介
護
保
険
担
当

☎ 

６
５
ー
0
6
9
9・0
6
9
7

 

６
３
ー
4
0
8
5

法
律
相
談

日
時　
３
月
３
日（
水
）13
時
〜
16
時

場
所　
市
役
所
甲
南
庁
舎

※�

２
月
17
日（
水
）８
時
30
分
か
ら
予
約
受
付

定
員　
６
名
（
１
人
30
分
）

申
込
方
法　
相
談
は
予
約
制
（
電
話
・

来
所
に
よ
り
先
着
順
）

予
約
先　
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
水

口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

予
約
電
話
番
号�

６
２
ー
8
0
8
5

相
談
員　
滋
賀
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

 

甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

６
２
ー
8
0
8
5　

 
６
３
ー
2
0
2
1

社
会
福
祉
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
0　

 
６
３
ー
4
0
8
5

募　
　
　

集

遊
学
舎　

参
加
者
募
集

や
っ
て
み
よ
う
！

ふ
れ
て
み
よ
う
！
牧
場
体
験

日
時　
３
月
６
日（
土
）10
時
30
分
〜
15
時

場
所　
山
田
牧
場
（
信
楽
町
神
山
）

内
容　
乳
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
、
乳
し
ぼ
り

や
バ
タ
ー
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
牛
乳
も

ち
作
り
、
エ
サ
や
り
等
の
牧
場
体
験

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、

長
靴
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー　
※
弁
当
不
要

対
象　
小
学
校
４
〜
６
年
生　
先
着
20
名

参
加
費　
７
０
０
円

申
込
締
切　
３
月
３
日（
水
）

 
 

信
楽
中
央
公
民
館

☎ 

８
２
ー
8
0
7
5　

 

８
２
ー
2
4
6
3

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

日
時　
３
月
14
日（
日
）

９
時
30
分
〜
12
時
30
分
（
受
付
９
時
）

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ
（
甲
南
公
民
館
・

甲
南
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
研
修
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

20
名

定
員　
先
着
20
名

内
容　
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
A
E
D
の

使
用
方
法

申
込
締
切　
３
月
８
日（
月
）

※
参
加
無
料

 
 

甲
賀
広
域
行
政
組
合　

甲
南
消
防

署
救
急
係

☎ 

８
６
ー
3
1
1
9　

 

８
６
ー
0
7
1
9

緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支
援
基
金
に
よ
る
職
業
訓
練

「
パ
ソ
コ
ン
実
務
・
簿
記
科
」

受
講
生
募
集

日
程　
４
月
１
日（
木
）〜
６
月
30
日（
水
）

時
間　
各
日
と
も
９
時
30
分
〜
16
時
（
全

３
０
６
時
間
）

場
所　
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
I
T
O
G
E
N

（
水
口
町
本
町
）

内
容　
日
商
簿
記
３
級
、
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
の
基
礎
か
ら
応
用

対
象　
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）
を
受
け

ら
れ
な
い
方
、
雇
用
保
険
が
切
れ
た
方
等

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
行

い
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

受
け
る
こ
と
が
必
須
）

受
講
料　
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
７
、８
６
０
円
は
自
己
負
担
）

定
員　
15
名
（
３
月
８
日（
月
）に
面
接

で
選
考
）

申
込
締
切　
３
月
５
日（
金
）

 
 

甲
賀
公
共
職
業
安
定
所

☎ 

６
２
ー
0
6
5
1　

 

６
３
ー
1
8
2
5

催　
　
　

し

第
５
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会

会
期　
２
月
27
日（
土
）〜
３
月
７
日（
日
）

９
時
〜
17
時　
※
３
月
１
日（
月
）は
休
館

場
所　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
（
書
・

立
体
部
門
）

碧
水
ホ
ー
ル（
平
面
・
写
真
・
工
芸
部
門
）

内
容　
公
募
し
た
書
・
立
体
・
平
面
・

写
真
・
工
芸
の
５
部
門
の
入
賞
・
入
選

作
品
を
展
示

※
入
場
無
料

 

甲
賀
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会

事
務
局
：
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化

振
興
係
（
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
内
・

月
曜
休
館
）

☎ 

６
２
ー
2
6
2
6　

 

６
２
ー
2
6
2
5
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3月の行事予定
　乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

子育て･親育ち講座
▶ベビーマッサージ講座　10：30～11：30
　２日（火）忍の里プララ（甲南公民館）

定員／先着15名（要申込）
対象／7か月未満児とその保護者
持ち物／バスタオル1枚

・ …こども未来課
☎ 86-8171　 86-8380
▶子育てに音楽を　10：40〜開場、11：00～開演
　５日（金）鹿深ホール（水口中央公民館横）
　　　　　「おひざでだっこのコンサート」

…こども未来課
☎ 86-8171　 86-8380

乳幼児おはなし広場
▶乳幼児おはなし広場（同じ内容で2回開催）
　10：30～10：50、11：00～11：20
　16日（火）水口図書館

…こども未来課
☎ 86-8171　 86-8380

親子プレイステーション事業
▶子育て広場おしゃべりサロン　10：30～12：00
　12日（金）柏木公民館

「季節のあそびを楽しもう」
…こども未来課

☎ 86-8171　 86-8380
▶スマイル　キッズ（信楽）　10：00～12：00
　５日（金）信楽中央公民館

『人形劇を楽しもう！』
申込締切3月4日（木）

　19日（金）信楽中央公民館
『子育てトーク』
申込締切3月18日（木）

・ …信楽中央公民館
☎ 82-8075　 82-2463
▶ホッとスペース（甲賀）　10：00～12：00
　４日（木）佐山荘（甲賀町小佐治）

『おひなさまづくり』
…かふか生涯学習館

☎ 88-4100　 88-5055

児童館での催し
▶にんくる子育て広場（甲賀）　10：00～11：30
　12日（金）にんくる児童館（相模教育集会所）

おはなし会『パネルシアターに挑戦しよう！』
定員／10名
申込締切／3月10日（水）

・ …にんくる児童館（相模教育集会所）
☎ 88-5692　 88-5696
▶かえで子育て広場（甲南）　10:30～11:30
　19日（金）かえで会館

『楽しいプラバン作り』
対象／先着15組（要申込）
持ち物／はさみ、油性マーカーペン

・ …かえで会館
☎ 86-4363　 86-4958

※参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地区の
活動にも参加していただけます。

※講座の詳しい内容については各担当に、お問い合わせくだ
さい。

に
ん
く
る
土
曜
塾

日
時　
３
月
13
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
に
ん
く
る
児
童
館
（
相
模
教
育

集
会
所
）

内
容　
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
動
く
人
形
作
り

定
員　
15
名

申
込
締
切　
３
月
11
日（
木
）

 
 

に
ん
く
る
児
童
館
（
相
模
教
育
集

会
所
）

☎ 

8
８
ー
5
6
9
2　

 
８
8
ー
5
6
9
6

国
際
理
解
推
進
事
業

第
４
回
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
？

～Think G
lobally A

ct Locally

～
」

日
時　
３
月
７
日（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ　
大
会
議
室

内
容　
１
部　
基
調
講
演　
講
師　
オ
リ

カ
イ
ネ
ン・
マ
ル
ク
氏

２
部　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁
自
分
を
知
る
こ
と
か
ら
世
界
を
知
ろ
う
﹂

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 

／

 

６
３
ー
8
7
2
8

（
月
〜
金
・
10
時
〜
17
時
）

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館　

な
つ
か
し
の
体
験
教
室

「
草
履
作
り
教
室
」

日
時　
３
月
14
日（
日
）13
時
〜
16
時

内
容　
布
ぞ
う
り
の
制
作

定
員　
先
着
15
名

参
加
費　
２
０
０
円

持
ち
物　
巾
５
㎝
の
布
約
20
ｍ

申
込
方
法　
電
話
・
F
A
X
で
左
記
ま
で

 
 

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

（
月
火
休
館
・
10
時
〜
17
時
）

☎ 

／

 

８
６
ー
7
5
5
1

小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座

世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
2
0
0
9

第
５
回　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ　

日
時　
２
月
27
日（
土
）10
時
〜
12
時

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ　
研
修
室

対
象　
小
学
生
（
大
人
も
可
）
40
名

参
加
費　
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
会
員

３
０
０
円
、
非
会
員
５
０
０
円

（
２
０
０
９
年
度
ま
な
び
じ
ゅ
く
フ
ァ
イ

ル
の
あ
る
方
は
１
０
０
円
引
き
）

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
ま
な
び
じ
ゅ
く

フ
ァ
イ
ル
・
マ
ジ
ッ
ク
ま
た
は
色
鉛
筆

申
込
締
切　
２
月
22
日（
月
）

※�

今
年
度
最
終
回
で
す
。
全
５
回
参
加

さ
れ
た
方
は
申
し
込
み
の
際
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会　

☎ 

／

 

６
３
ー
8
7
2
8

（
月
〜
金
・
10
時
〜
17
時
）

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
冬
の
大
三
角
を
探
し
て
み
よ
う
」

日
時　
２
月
27
日（
土
）

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

申
込
方
法　
電
話
に
て
左
記
ま
で

定
員　
先
着
25
名

※
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
あ
り

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
4
1
0
0　

 

８
８
ー
5
0
5
5

家庭教育のコーナー



各
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る
事
業
は
各
支
所
エ
リ
ア
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3
月

☎／  65-5511
水口子育て支援センター

つくしんぼひろば（ころころコース）
日時 ▼2、16日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �おおむね5、6か月～1歳半の

未就園児とその保護者
内容 ▼ �自由遊び
つくしんぼひろば（ぴょんぴょんコース）
日時 ▼3、17日（水）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳半～2歳半の未就園児と

その保護者
内容 ▼ �3日　スタンプ遊びをしよう
　　　�その他：汚れてもよい服装
　　　17日　自由遊び
つくしんぼひろば（わくわくコース）
日時 ▼10日（水）10：00〜11：30
対象 ▼ �2歳半からの未就園児とその

保護者
内容 ▼ �スタンプ遊びをしよう
　　　�その他：汚れてもよい服装
オープンルーム
日時 ▼５、19日（金）13：00～15：00
　　　11日（木）9：30～11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
内容 ▼ �自由遊び

☎ 66-0375　      -   　　
土山子育て支援センター

にこにこランド
日時 ▼1日（月）10：00〜11：30
対象 ▼ �１歳半からの未就園児とその

保護者
場所 ▼ �山内保育園
持ち物 ▼ �上靴
おひさまポケット（年度末スペシャル）
日時 ▼ �３日（水）10：30〜11：30
対象 ▼ �０歳からの未就園児とその保

護者
場所 ▼ �フィランソ土山（老人福祉セ

ンター）
チャチャっ子広場
日時 ▼９日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �１歳半からの未就園児とその

保護者
場所 ▼ �土山支所２Ｆ

こっこ広場（赤ちゃん広場）
日時 ▼16日（火）10：30〜11：30
対象 ▼ �0～1歳の未就園児とその保

護者
場所 ▼ �土山子育て支援センター

☎ 88-8115　  88-8145
甲賀子育て支援センター

リトルひろば（お楽しみ会）
日時 ▼ �２日（火）10：00〜12：00
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保

護者
持ち物 ▼ �お母さん用マイカップ
リトルひろば（イチゴ狩り）
日時 ▼ �9日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保

護者
場所 ▼ �勝井農園（甲南町葛木）
参加費 ▼ �800円
おでかけリトル（田堵野）
日時 ▼ �16日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保

護者
場所 ▼ �田堵野公民館
リトルひろば（散歩）
日時 ▼ �23日（火）10：00〜12：00
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保

護者
場所 ▼ �鹿深台公園
持ち物 ▼ �シート・おやつ
ひよこサロン
日時 ▼ �12、26日（金）10：00〜11：30
対象 ▼ �0～１歳児とその保護者
場所 ▼ �甲賀創健館 フィットネスルーム

☎／  86-0949
甲南子育て支援センター

赤ちゃんのおへや
日時 ▼ �1、15日（月）10：00〜11：30
対象 ▼ � 1 日　�6か月までの赤ちゃん

とその保護者
　　　�15日　�7か月〜1歳の赤ちゃ

んとその保護者
すくすく！BABY
日時 ▼ �８日（月）・16日（火）10：00〜

11：30

対象 ▼ �1歳の未就園児とその保護者
のびのび！KIDS
日時 ▼ �4、18日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �2歳からの未就園児とその保

護者
内容 ▼ � 4 日　お店やさんごっこ
　　　18日　おはなし会
ほっこりルーム
日時 ▼ �1、8、15日（月）・3、10、17、24日

（水）・4、18日（木）・13日（土）・
16日（火）

　　　13：00〜15：00
2、９、23日（火）・6、20、27日

（土）・25日（木）
10：00〜11：30、13：00〜15：00
11日（木）10：00〜11：30

対象 ▼未就園児とその保護者
ひだまりパパ
日時 ▼ �13日（土）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者

☎／  82-2799
信楽子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼4、18日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �０～１歳の赤ちゃんとその保

護者、妊娠中のお母さんとお
父さん

じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば
「おたのしみ会」
日時 ▼ �9日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその祖父母
げんきっこ　よって！おいで！ひろば
「おわかれ会」
日時 ▼16日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �H17.4.2～H18.4.1に生まれ

た未就園児とその保護者
持ち物 ▼ �エプロン、三角巾、マイ食

器・はし
その他 ▼ �要申込
　　　　申込締切：３月９日（火）
パパッとあつまれ！
「バルーンアート」
日時 ▼27日（土）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とそのお父さん

●場所の掲載がないものは、
「各子育て支援センター」で
行います。特に掲載がない場
合でも、各自必要な持ち物
（お茶、タオル、着替え、帽子
など）をお持ちください。

2010.2.1517 平成22年2月15日



　夜中に自宅でテレビを観ていた時に紹
介された本、外出先で気になった調べ物
の本など、読んでみたいと思った本は、す
ぐにパソコンや携帯電話から図書館の所
蔵を調べて、その場で予約ができます。も
ちろん本だけでなく、雑誌やCD・DVDな
ども予約していただけます（一部資料を
除く）。
　他にも、「この本を返す日はいつだった
かな？」「何を予約していたか忘れてし
まった」など、ご自分の利用状況を確認す
ることもできます。
　ご利用には事前に登録が必要ですの
で、利用カードと住所確認できるものを
お持ちになってお近くの図書館カウン
ターでお申し込みください。
　利用カードをお持ちでない方もカード
作成の登録を受付していますので、まず
は図書館にご来館ください。
　便利になった新しいインターネット
サービスを使って、いつ
でも、どこからでも甲賀
市図書館の資料をあな
たの暮らしにお役立て
ください！

 休館日　  閉館作業日　

催し
6 土 14：00～14：30 おはなし会

14 日 14：00～15：00 おりがみ教室　
＊子ども向け

16 火 ①10：30～10：50
②11：00～11：20

おはなし会
＊乳幼児向け

20 土 14：00～14：30 おはなし会

移動図書館 地域 小学校

1 月 松尾・岩上方面 伴谷東小学校
2 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校
3 水 伴谷方面 伴谷小学校
8 月 — 綾野小学校
9 火 貴生川方面 貴生川小学校
10 水 — 水口小学校

催し

3 水 16：00～16：30 ひなまつり
おはなし会

10 水 16：00～16：30 おはなし会

17 水 16：00～16：30 おはなし会

24 水 16：00～16：30 おはなし会

31 水 16：00～16：30 春休み
おはなし会

移動図書館 地域 小学校
2 火 油日方面 油日小学校
9 火 佐山方面 佐山小学校
16 火 大原方面 大原小学校
23 火 油日方面 油日小学校
30 火 佐山方面

催し

4 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

13 土 16：00〜17：00 おはなし会

14 日 13：00〜16：00

布絵本教室
※�内容、材料費など
詳しくは図書館に
お問い合わせくだ
さい。

18 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

27 土 16：00〜17：00 おはなし会

28 日 15：00〜16：00 ティータイム・
コンサート 移動図書館

※都合により変更になる場合があります。
詳しくは各図書館にお問い合わせくだ
さい。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

催し

5 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

13 土 11：00～11：30 おはなし会
＊乳幼児向け

19 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

21 日 11：00〜 おやこでえいがかい
「花いっぱいになあれ」

21 日 14：00〜 ふるる日曜名画座
「2010年」

26 金 15：00〜15：20 紙芝居を楽しもう

27 土 14：00〜14：30 おはなし会

催し
13 土 14：00〜15：00 おはなし会と工作

21 日 14：00〜15：00 甲賀図書情報館開館記念
図書館のための室内楽

27 土 11：00〜11：30 おはなし会

28 日 14：00〜15：35 日曜映画会
「ユニコー魔法の島へー」

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

3月

●甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

１月からスタートした

インターネット
　　　予約サービス

皆さんもうご利用いただいて
いますか？

※3月の移動図書館の巡回はありません。

甲
賀
図
書
情
報
館

土
山
図
書
館

水
口
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 63-7400
FAX番号／ 63-4737

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 66-1056
FAX番号／ 66-1067

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 88-7246
FAX番号／ 88-7005

開館時間／ 10：00〜18：00
　　 　 　（金曜日は21：00まで）
電話番号／ 86-1504
FAX番号／ 86-1505

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 82-0320
FAX番号／ 82-3921
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相談は無料ですので、お気軽にお越しください。

　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常生活での
悩みごとや心配ごとのほか、地域や職場でのトラブル
や差別など、様々な相談に応じます。

●1・8・15・29日（月）	 水口福祉センター２階身障研修室
●2・9・16・23・30日（火）	 土山開発センター２階談話室
●4・11・18・25日（木）	 甲賀支所１階相談室
●5・12・19・26日（金）	 甲南庁舎２階団体室
●3・10・17・24・31日（水）	 信楽開発センター１階会議室F

時間／ 13：30 ～ 16：00

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間のトラブル
など、暮らしの中での様々な悩みごとに応じます。

●�1日（月）・3日（水）・5日（金）・8日（月）・10日（水）・
12日（金）・15日（月）・17日（水）・19日（金）・24日

（水）・26日（金）・29日（月）・31日（水）
　水口庁舎１階人権推進課内相談室

時間／ 9：00 ～ 16：00
※相談方法：電話または面接相談（面接相談は事前予約が必要）

暮らしにかかわる様々な問題について相談に応じます。

●1・8・15・29日（月） 水口社会福祉センター
●2・9・16・23・30日（火）老人福祉センターフィランソ土山
●4・11・18・25日（木）	 かふか生涯学習館
●5・12・19・26日（金）	 甲南庁舎２階団体室
●3・10・17・24・31日（水）	信楽開発センター

時間／ 13：30 ～ 16：00

　就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への
取次ぎを行います。
　また、雇用保険の受給者の方の就職活動としてもご
利用いただけます。
　●1・15日（月）、11・25日（木）	 牛飼教育集会所
　●2・9・16・23・30日（火）	 かえで会館
　●3・10・17・24・31日（水）	 梅田会館
　●3・10・17・24・31日（水）	 西教育集会所
　● 4・18日（木）	 	 清和会館
　●10・24日（水）		  伴谷公民館
　●11・25日（木）		  土山支所相談室1D
時間／ 9：30 ～ 11：30

　●2・16日（火）		  宇川会館
　●3・17日（水）		  水口中央公民館
　●3・17日（水）		  かふか生涯学習館
　●12・26日（金）　		  新城教育集会所
　●12・26日（金）		  大久保教育集会所
　●10・24日（水）		  上野教育集会所
　●5・19日（金）		  泉教育集会所
　●5・19日（金）		  相模教育集会所
　●5・19日（金）		  信楽開発センター
時間／ 13：30 ～ 15：30

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚を希望され
る方の相談に応じます。

●6・20日（土）　水口庁舎南別館１階
　　　　　　 　 甲南農村環境改善センター

時間／ 13：00 ～ 16：00

　お子さんに関する悩みごとや困りごとについて、臨
床心理士やカウンセラーが相談に応じます。予約制と
なっています。

問い合わせ受付／ 土・日・祝日を除く8：30〜17：15
場所／ 甲賀市適応指導教室、土山開発センター談話室、
かふか生涯学習館教育相談室、甲南庁舎２階教育研
究所、信楽子育て支援センター 2階やまびこ相談室

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事や特殊法
人の業務について相談に応じます。

●  1日（月）　水口社会福祉センター
●  5日（金）　土山開発センター
●11日（木）　かふか生涯学習館 
●17日（水）　信楽開発センター
●19日（金）　甲南庁舎2階団体室

時間／ 13：30 ～ 16：00

3月

人権・よろず相談
人権推進課　☎ 65-0694　 63-4582

男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎ 65-0751　　　　　　　
人権推進課　☎ 65-0695　 63-4582

心配ごと相談
甲賀市社会福祉協議会　☎ 62-8085　 63-2021

就　労　相　談
商工観光課　☎ 65-0710　 63-4087

結　婚　相　談
農業振興課　☎ 65-0711　 63-4592

教　育　相　談
学校教育課（こども教育支援係）  ☎ 86-8100  86-8196

行　政　相　談
生活環境課　☎ 65-0685　 63-4582

2010.2.1519 平成22年2月15日



『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記
　JR草津線が全線開通120周年を迎え、その歩みを紹介

しています。私も高校時代、通学でお世話になりましたが、

そのときの駅も今では新しい立派な駅舎に建て替えられ、

時代の移り変わりを感じています。

　巻頭では昭和30年代から50年代当時の駅の様子を写真で紹介しま

した。当時を知る方には懐かしく振り返っていただき、初めて見る方に

も、これまでの歴史を知っていただけたらと思います。

　写真は見る人の視覚に訴え、言葉で説明するまでもなく、それだけで

時代背景や人々の生活など、すべてを語る力を持っています。私も毎日

のように撮影する中で、何十年か後に見返したときに、その1枚から話

題が広がるような写真を残していきたいと思います。　ふ

広報あい こうか
2010年 2月15日号

【No.112】
甲賀市役所
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６５-０６５０　FAX ０７４８-６３-４５５４

甲南庁舎
甲賀市甲南町野田810番地
〈上下水道部〉
☎０７４８-86-8000　FAX０７４８-86-8032
〈教育委員会〉
☎０７４８-86-8002　FAX０７４８-86-8380
市民窓口センター
甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６２-１６２１　FAX ０７４８-６３-４０８６
土山支所
甲賀市土山町北土山1715番地
☎０７４８-６６-１１０１　FAX ０７４８-６６-１５６４
甲賀支所
甲賀市甲賀町相模173番地1
☎０７４８-８８-４１０１　FAX ０７４８-８８-３１０４
甲南支所
甲賀市甲南町野田810番地
☎０７４８-８６-４１６１　FAX ０７４８-８６-８０２９
信楽支所
甲賀市信楽町長野1203番地
☎０７４８-８２-１１２１　FAX ０７４８-８２-３４１５

編集
発行

2010.2.15発行

▶甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
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甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（企業立地対策室）
☎ 65‐0709　 63‐4087

医
療
用
具
の
製
品
開
発

　

当
社
で
は
、最
先
端
の
医
療
用
具
・
理
化

学
機
器
の
設
計
か
ら
生
産
ま
で
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。多
く
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、大

学
な
ど
の
研
究
開
発
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
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弊
社
の
特
徴
は
、高
精
度
で
、耐
久
性
に

優
れ
た
金
型
を
製
作
す
る
と
と
も
に
、加
工

の
経
験
を
生
か
し
て
、革
新
的
な
製
品
を
生

み
出
す
技
術
が
あ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、弊

社
工
場
は
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
と
な
って

お
り
、温
度
・
湿

度
・
菌
類
を
厳
格

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
環
境
と
な
って
お
り
ま
す
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今
後
は
、製
品
設
計
の
能
力
を
高
め
、お

客
様
皆
様
の
製
品
開
発
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
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感
謝
の
心
を
も
ち

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

　

仕
事
の
決
め
て
は
品
質
、価
格
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。仕
事
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
で
す
。当
社
で
は
、女
性
が
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、こ
う
し
た
従
業
員
を
は
じ
め
、業
者

の
方
な
ど
会
社
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
い
つ
も
感
謝
の
心
を
持
っ
て
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
か
な
い
種
は
芽
が
出
ま
せ
ん
。今
は
種

を
ま
く
と
き
。今

後
は
海
外
展
開
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

世
の
中
の
動
向
を

見
つ
め
な
が
ら
、求

め
ら
れ
る
製
品
作

り
に
挑
戦
し
続
け

て
い
き
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　

茂
呂
孝
男
氏
談
）

設
立
：
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成
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年
３
月

従
業
員
数
：
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名

所
在
地
：
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南
町
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０
０
２
番
地
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L
：
８
６
―
８
６
１
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X
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―
８
６
１
６　

▲温度・湿度が一定に保たれている
　クリーンルーム

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

人
の
魅
力
で
人
を
ひ
き
つ
け
る
企
業
を
め
ざ
す

ニ
ッ
タ
モ
ー
ル
ド
株
式
会
社

甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会

▲お話を伺った茂呂社長

も  

ろ  

た
か
お

甲賀市の将来像
「人  自然  輝きつづける  あい甲賀」

生活の安心感をみんなで育てる
自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標

甲賀市総合計画基本構想

▲ 宇川会館健康福祉フェアで小学生が大縄跳びに挑戦
　（関連記事は１１ページ）
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市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は3月1日（月）です。

●固定資産税（４期）
●国民健康保険税（１１期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（１１期）
●後期高齢者医療保険料
●水道料金・簡易水道料金
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